
◯ 幼稚園ナビからゆたかなまナビへ変わる経緯
幼稚園ナビは平成29年度以降、全日本私立幼稚園連合会
と全日本私立幼稚園幼児教育研究機構が文部科学省委託事
業を受託し開発した、人材確保支援アプリです。文部科学
省委託事業としての成果は十分に上げたとして幼稚園ナビ
は運用停止となることとなりましたが、委託期間内に幼稚
園ナビを通じた研修運営が全国的に浸透し、必要不可欠な
システムに成長したことを受け、幼稚園ナビの研修機能部
分を継続して利用できることを目的に、当機構は「ゆたか
なまナビ」という代替システムを開発・運用することにい
たしました。（求人（求職）機能は、全日私幼連において代
替システムの対応を行っています。）

◯ ゆたかなまナビを利用することの重要性
当機構が作成した「保育者としての資質向上研修俯瞰図」
に基づき全国で体系的に研修を展開してきた私立幼稚園等
が、質の高い研修を長年にわたって実施及び受講してきた
ことは文部科学省から理解を得ています。研修の申込から
研修履歴の保管まで研修にかかる一切の管理を行うことが
できるゆたかなまナビは、私立幼稚園等が積み重ねてきた
体系的な研修の実施と受講を支援すると共に、教職員一人
ひとりの研修の履歴を蓄積することで教員免許更新制度の
発展的解消後に提示された国の方針に対応しています。
また、ゆたかなまナビにおいてオンデマンド研修コンテ
ンツを充実化することで、教職員個人の主体性に基づいた
研修の受講ができる環境を提供し、教職員の資質向上ひい
ては園の教育力向上に寄与します。

◯ �幼稚園ナビの運用停止期間とゆたかなまナビの運用開
始日
・幼稚園ナビの運用停止日：令和6年２月29日
　※�システムの利用自体は令和6年2月26日までしかで

きません。十分にご留意ください。
・ゆたかなまナビの運用開始日：令和6年3月１日

◯ �ゆたかなまナビの URL
施設管理者（設置者管理画面）
https://yutakanamanabi.kdg.jp/company/login/pref
教職員マイページ
https://yutakanamanabi.kdg.jp/staff/login
令和6年3月1日以降、幼稚園ナビのURLにアクセスい
ただいても利用できません。

◯ �ゆたかなまナビの機能や操作について
令和6年3月１日時点で、ゆたかなまナビは、機能や操作
において幼稚園ナビの研修機能と大幅な仕様の変更はあり
ません。しかしながら、令和6年度以降必要に応じて、利用
者の皆様の利便性の向上や充実した研修運営の実現を目的
に、機能開発や改善を行う予定です。機能開発や改善を行っ
た際には、お知らせをいたします。

◯ �幼稚園ナビに登録した情報や蓄積した研修の受講履
歴の取り扱いについて
幼稚園ナビに登録した情報や蓄積した研修の受講履歴は、
必要な手続きを行っていただくことで、ゆたかなまナビへ
移行することが可能です。
【手続き】
令和6年3月1日以降、ゆたかなまナビ初回ログイン時に、
利用規約やプライバシーポリシーと共に、情報移行の確認
をする文章がポップアップ画面で出現します。内容をご確
認いただき、情報の移行に同意いただけた場合にのみ、ゆ
たかなまナビに引き継がれます。幼稚園ナビに蓄積された
研修の受講履歴は非常に大切な情報ですので、基本的には
情報の移行手続きを行っていただくことをお勧めします。

◯ �システムが切り替わることによる注意点
円滑なシステム移行に向けて、ご対応をお願いいたしま
す。
・�幼稚園ナビのログインIDとパスワードはいずれの利用
者も継続利用となりますが、システムのＵＲＬが変わ
りますので、ログインIDとパスワードは必ずお手元に
控えておいていただけますようお願いいたします。ブ
ラウザに自動保存されている方も、システムのＵＲＬ
自体が変わるので無効になります。
・�設置者管理画面ログインのためのIDは、ご登録いただ
いたメールアドレス宛にIDのお知らせを令和6年2月
20日に配信いたします。お忘れの園の方は、そちらを
ご確認ください。
・�幼稚園ナビは令和6年2月29日に運用停止となります
が、令和6年2月27日～ 29日はシステム切替にあたっ
て幼稚園ナビに一切アクセスすることができません。
・�幼稚園ナビとゆたかなまナビでは、ドメインの変更が
あります。それに伴い、迷惑メールフィルターを設定
されている方は、ゆたかなまナビからの一斉メールが
受信できない事象が発生する可能性があります。各人、
＠kdg.jpが受信できるよう、メールの受信設定をご確
認ください。

◯ �システム切替に関する情報提供状況と予定
下記表のスケジュールで各種ご案内を送付しております。
本記事以上の情報は下記日程で発信した文書等をご確認く
ださいますようお願いいたします。

情報の提供内容について 対象 日時

幼稚園ナビの運用停止にともなう新
システムの立ち上げ及びそれに伴う
利用停止期間と留意点について

都道府県団体経由 令和5年11月21日
園宛一斉メール 令和5年12月6日
教職員宛一斉メール 令和5年12月13日

システム移行にかかる案内
新システムの詳細に関する案内

都道府県団体経由 令和6年2月2日
園宛一斉メール 令和6年2月7日
教職員宛一斉メール 令和6年2月9日

● 幼稚園ナビが運用停止となり、研修機能の代替システムとして

ゆたかなまナビゆたかなまナビがが運用開始運用開始
～スムーズなシステム移行に向けて、皆様ご準備をお願いいたします！～

令和6年
3月1日

から

となり
ます！
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ここがポイント

ウェルビーイングとは何か？
近年「ウェルビーイング」という言葉をよく聞くよう
になりました。教育界において、新たなキーワードとし
て注目されています。これからの幼児教育においても
「ウェルビーイング」をどう捉え、どう取り入れていくか、
は大事な要素だと思います。「ウェルビーイング」とは、
人々が精神的、身体的、社会的に良い状態であることを
言います。「ウェルビーイング」が注目されるようになっ
た理由の一つは、健康や心の幸せについての学問の研究
が進んだからです。例えば、「やりがいがある人は幸せ」
「利他的な人は幸せ」「健康な人は幸せ」など、様々なこ
とが学問的な知見として分かってきたことにより、より
良い心と身体の状態を意識することに注目が集まってい
るのです。
ウェルビーイング研究に近い言葉に、幸福学がありま
す。人が幸せに生きるための考え方や行動を科学的に検
証し、実践に生かすための学問ですから、ウェルビーイ
ング研究の一部といえるでしょう。近い分野に、ポジティ
ブ心理学があります。どちらも、幸せには何が影響する
か、幸せになるためにはどうすればいいか、といった問
いを追求する学問です。

幸せの 4 つの因子
次に幸福学の基本をご説明しましょう。まず、幸せに
は、長続きする幸せと長続きしない幸せがあることが知
られています。長続きしないのは、お金、物、地位など、
他人と比べられる財（地位財）を得たことによる幸せで
す。一番わかりやすい幸せは人と比べることから発生し
ています。残念ながらこの幸せは長続きしないのです。
人と比べていると、いつまでも本当の幸せには行きつき
ません。一方、長続きするのは、良好な環境、健康、そ
して良好な心の状態による幸せです。こちらは他人と比
べられない財（非地位財）による幸せです。その人自身
が感じる、本質的な幸せ。普段は当たり前すぎて、気づ
きにくいかもしれませんが、誰もがすでに持っている幸
せです。
次に、「幸せのメカニズム」（前野隆司著）に掲載され
ている幸せの4因子について説明します。心的特性に関
する1,500人へのアンケート結果をもとに因子分析を行
い、その結果から幸福に影響する要因を4つの因子とし
て体系化したものです。それぞれ、以下の通りです。
①やってみよう因子（自己実現と成長の因子）
夢や目標を持っている人、強みのある人、努力して成

長している人は幸福度が高いことが知られています。何
かをやってみようと思う力です。
②ありがとう因子（つながりと感謝の因子）
人や物事に感謝する人、親切で思いやりのある人、ユー
モアのある人、多様な友人がいる人は、幸福度が高いこ
とが知られています。今日一日あったことへの感謝を習
慣化するだけで、幸福度が高まることも知られています。
③なんとかなる因子（前向きと楽観の因子）
前向きで楽観的な人は幸せです。また、この因子には

「自己受容」が関連しています。自己受容できている人
とは、自分のことを、良いところも悪いところも含めて
好きでいることができる人のことです。
④ありのままに因子（独立と自分らしさの因子）
人の目を気にしすぎず、自分らしさをわかっている人
は、幸福度が高めです。人は人、自分は自分。個性を活
かして、自分らしく生きている時が、人は一番幸せなの
です。一人一人の個性を解き放ち、のびのびと過すこと
が重要です。
これら4つ
の因子は、ど
れか一つでも
高い方がいい
ですが、バラ
ンスよく4つ
とも高い方が
より幸せで
す。

ウェルビーイングを幼児教育にいかすには？
まず、大切なことは、先生が幸せであることです。幸
せの研究から、幸せはうつることが分かっています。つ
まり、先生が幸せなら、子供も幸せになります。親が幸
せなら、子供も幸せになります。幸せな子供がいれば、
周りの子も幸せになります。
そして、幸福学でわかっている幸せの4つの因子のポ
イント、自分の好きなこと、やりたいこと、誰かのため
になることを、仲間と共に、チャレンジしていくことも
重要です。このように、自分の人生に主体的にかかわる
子供達を育てていくことが、これからの時代において不
可欠です。「すべての人が、それぞれの個性を活かし、
幸せな人生を生きる。」一人一人が幸せを意識して行動
することができるようになれば、子供たちは明るい未来
を描けるようになるでしょう。

幼児教育とウェルビーイング
EVOL 株式会社　代表取締役 CEO╱前野 マドカ
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2023年6月、イギリスのグラスゴー市でIPA世界大
会が開かれました（筆者も参加）。IPAとは、ユネスコ
やユニセフの諮問団体でもある「子どもの遊ぶ権利」に
関する国際的なNGO組織、インターナショナル・プレ
イ・アソシエーションの頭文字です。この団体は世界約
50カ国に支部があり、3年ごとに開催される世界大会
では、各国の子どもの遊びの実践や環境づくり、遊びの
権利に関する啓発活動などを4日間にわたって話し合い
ます。その間、現地の遊び場や幼稚園・小学校訪問など
の楽しい企画も盛りだくさんです。

Rowena　Nursery　School　の園庭（IPA日本支部　内山悠さん提供）

「子どもの遊ぶ権利」とは、子どもの権利条約第31条
に「休息及び余暇についての児童の権利並びに児童がそ
の年齢に適した遊び及びレクリエーションの活動を行い
並びに文化的な生活及び芸術に自由に参加する権利注１」
と明記されています。また、締約国はそのための「適当
かつ平等な機会」を積極的に整えていくことが求められ
ています。
「遊び」は活発な子どもの活動をイメージしがちです
が、決してそればかりではありません。時にはじっくり
考えたり、失敗して悔しい思いをしたり、あるいはただ
ボーっとしたりと、子どもが自らの思いで、その時の自
分が最も望むこと、必要と思うこと、心地よいことに没
頭することです。
ですから、例えば体を鍛えるためにとか、知的能力を
高めるためになどと、大人が何らかの目的のために遊び
を手段とすることは、その時点でもはや「遊び」ではな
くなってしまう危険があります。もちろん、遊びが結果

として子どもたちの様々な能力を引き出し、人間力や生
きる力を育てることはその通りです。しかし、遊びとい
う「糖衣」を被せて大人の思い通りに子どもを操ること
は、遊びの本質をないがしろにします。遊びとその結果
は決して「逆もまた真なり」ではないのです。
ただ、そうなると「遊びを中心とした総合的な指導」
を基本とする幼児教育と遊びの関係性はどのようにとら
えたらよいのでしょう。これを砂場から考えてみます。
私は、1歳5ヶ月から1歳7ヶ月の普段砂遊びが大好
きな幼児5名を対象に、ある実験を砂場で行いました。
それは最初の数分間、砂場に一切何も道具を置かないと
いうものでした。結果は、学級崩壊ならぬ砂場崩壊の状
態でした。何ら遊びは成立せず、子どもたちは砂場から
どんどん出ていきます。そこで、いつもの砂場道具をガ
ラガラと砂場に置くと、その音を聞きつけた子どもたち
はサーっと砂場に戻り、自分の好きなものを選んではみ
んなで1時間近く砂場での遊びが続いたのです（1歳児
期の子どもは砂に直接触れて遊ぶよりも、道具の操作を
通して砂に関わることを特徴とします注２）。
この事例からは、子どもは何を求め、どのように外界
の事物や人と関わろうとしているのかを見定めながら、
子ども自身の主体的な活動の可能性を最大限に引き出す
環境づくりがいかに大事であるかが見えてきます（そこ
には、保育者と子どもとの距離や声掛けの仕方なども含
まれます）。これこそが幼児教育の専門性であり、また
子どもの「遊びの権利」の尊重でもあるのです。時に自
分たちの「見定め」が違っていたりすることもあるでしょ
う。が、それを子どもたちの姿から捉え、内容や方法を
吟味し直していくことが保育を科学することであり、こ
の仕事の面白さではないでしょうか。
IPAは第2次大戦下のヨーロッパにおいて、廃材置き
場で遊ぶ子どもたちを見守ることから誕生し、その遊び
場は今、「冒険遊び場」として日本でも500か所を超え
る広がりを見せています。そして、その創始者たちは、
前稿で触れたアメリカの砂場から始まった遊び場づくり
の運動を学んでいました。「自分の責任で自由に遊ぶ」
という冒険遊び場の考えは、子どもへの信頼と遊びに対
する深い理解、そして子どもの遊びを「権利」として尊
重する強い意志があってこその言葉だったのです。

注1；公益財団法人 日本ユニセフ協会ホームページ （https://www.unicef.or.jp）
注2：笠間浩幸（2022）『砂・砂・砂SAND「砂の遊びとアート」と保育』ホシツムグ

同志社女子大学現代社会学部　教授╱笠間 浩幸

世界とともに
「子どもの遊ぶ権利」の広がりを

子どもの遊ぶ権利と遊び環境短期連載 ❸
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東京会場（令和5年12月11日）
12月11日（月）　ECEQ®コーディネーター養成講座

Ⅳが、東京・アルカディア市ヶ谷で開催され、東日本地
域の先生方を中心に養成者24名とECEQ®コーディネー
ターフォロアップ研修者33名が参加しました。
開会にあたり、安家周一理事長より私立幼稚園の保育
の質を高めるために、園を開き公開保育を行っていこう
と大妻女子大学の岡先生のお力も頂き、ECEQ®を立ち
上げられた経緯と今後の展望についてのお話がありまし
た。
実践ワークⅠでは、ECEQ®専門部会副会長の秦賢志
先生（兵庫）からECEQ®コーディネーター養成テキス
トのアップデート2023の要点の説明があり、その後、
実施要項などへの質疑応答が積極的に行われました。
午後の実践ワークⅡでは、秦賢志先生がファシリテー
ターとなり、参加者から６名出ていただき、STEP2の
模擬ワークが行われました。見学者がいる中でのワーク
でしたので、初めは皆さん緊張していましたが、ワーク
が進んでいくと表情も柔らかくなり本音で語り合うよう
になりました。状況に合わせた秦先生のファシリテー
ターとしての振る舞いに、語り合っていくために必要な
手法を学びながら会場は一つになっていきました。
参加者のアンケート結果からは、ファシリテーション
の具体的な手法（問いかけながら、参加者の考えを明確
にしていく道程）や声掛けやグルーピングなどの行為の
意味が理解できたなどの意見がでました。また今後の学
びとして、ファシリテーションスキルをはじめとした、
コーディネーターとしての対話力や対応力、組織マネー
ジメントなどを磨いていきたいという意見もいただきま
した。秦先生のようにはできないという不安な意見もあ
りましたが、本講座に参加し得られた学びから、より実
践を重ねてスキルを磨いていきたいなど前向きに捉えて
いくように変わっていきました。
対面の研修の大事さを認識し、今後に向けた意味のあ
る研修になったように思います。

安家理事長からのご挨拶

大阪会場（令和5年9月25日）
ECEQ®は開発から10年を経て、今ではみんなの合
言葉『やってよかったECEQ®』になってきました。令
和５年度も９月25日（月）大阪私学会館を会場に養成
者28名、フォローアップ者28名が集いました。
まず午前の実践ワーク前に、ECEQ®専門部会の各地

区担当者の紹介がありました。何か困ったことや分から
ないことができた時には、その地区担当者に助けてもら
えるシステムになり、丁度この会が直接知り合える機会
になって休憩時間に地区担当者と話し合う姿も見られま
した。
講師は、午前午後を通してECEQ®専門部会副部会長
の秦賢志先生（兵庫：はまようちえん）です。午前には、
2022年にアップデートした養成講座テキスト・ビデオ、
実施要項、コーディネーターマニュアル、実施園マニュ
アルの説明とECEQ®の真骨頂である田の字法ワークの
実践について詳しく説明がありました。田の字法では、
第３問（旧第３象限）のアップデートされた考え方や田
の字法のオリジナル版の紹介も含めて、進め方のポイン
トや現在位置共有ワークのテーマ設定のパターン等、深
化した内容の説明にみなさん納得でした。
午後の実践ワークでは、実際に秦先生がコーディネー
ターとなって田の字法の実践を行いました。ファシリ
テーティブにどのように問いかけるのかを真剣に見て学
ぶ時間でした。終了後の参加者アンケートでは、「理論
と実践的ワークが繋がった」、「これまでと変わったとこ
ろ、進化したところ等がよくわかった」「問いかけによ
る議論の深まりを感じた」と好評でした。質疑応答の時
間には、積極的にみなさん質問されて、養成者もフォロー
アップ者もお互いに理解を深め合うことができました。
「今後学びたいこと」についてのアンケートでは、「ファ
シリテーションスキルを磨きたい」、「県内、地区で連携
してスキルアップを図りたい」など、幼児教育の質向
上に向けたECEQ®の活用に対する意気込みを感じまし
た。ECEQ®は、今後も実施園の幼児教育における質向
上を願ってアップデートを続け深化していきます。今後
も語り合える対面研修を通して、ECEQ®仲間が広がる
ことを願っています。

実践ワークの様子
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第１5回ようちえん絵本大賞は、“子どもに読み聞かせたい絵本”、“お父さん・お母さんに読んでほしい・お勧め
したい絵本”、“まだ多くには知られていない素晴らしい絵本”を選考の基準として、（一財）全日本私立幼稚園幼児
教育研究機構・調査広報委員会が過去おおむね8年以内に出版された絵本の中から選考を行いました。その結果、特
別賞3作品を含む15冊が絵本大賞に選ばれました。
調査広報委員一同、これからも子どもたちと絵本との出会いの一助となるよう努めてまいります。なお、参考まで
に調査広報委員会が絵本の紹介文を記載させていただきました。

第15回ようちえん絵本大賞　受賞一覧

絵本名・作者・出版社名 絵本の紹介

特
　 
別
　 
賞

（一財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構
理　事　長　賞

かべのすきま
中西翠（文）
澤野秋文（絵）
アリス館

ある晩、少年がひとりぼっちでお留守番をしている
と、居間の壁の隙間から大阪のおばちゃんらしき３
人のおばちゃんがひょいっと現れて、こたつでお菓
子を食べたり、卵焼きを焼いてご馳走してくれたり、
焼き芋を買ってきてくれたりします。はじめは遠慮
していた少年もだんだん調子に乗って、おばちゃん
たちとすっかり打ち解け、お茶を振舞ったりするの
ですが。シュールでナンセンスだけど心温まる、孤
独な少年と大阪のおばちゃんたちの物語です。

調査広報委員長賞

おうちに　おばけが　すんでいます
オリヴァー・ジェファーズ（作）
鈴木沙織（訳）
化学同人

大きな古いお屋敷に住む女の子。どうやらこのお屋
敷にはおばけが住んでいるらしい。ちょっと一緒に
探してくれる？女の子はまだ一度もおばけを見たこ
とが無いけれど、あちこちに隠れているおばけを君
は見つけられるかな？「透ける本」として紹介され
ている仕掛け絵本です。お屋敷は実写になっていて、
本当におばけが出てきそうな感じがします！

こどもがまんなかしんぶん賞

どんぐり
たてのひろし（さく）
小峰書店

どんぐりが落ちてから、芽を出し葉を広げるまでを
描いた文字のない絵本です。モノクロの森と、彩色
された植物や動物の対比がとても美しく、ページを
めくるごとに、自然界の営みが見えてきます。１粒
のどんぐりが１本の木に成長することがまるで奇跡
であるようにも感じられる絵本です。

一般財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研究機構

第15回ようちえん絵本大賞
～新しい絵本を見つけよう～

大 賞大 賞
15 冊が15 冊が

決定決定
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絵本名・作者・出版社名 絵本の紹介

だがし屋のおっちゃんは　 
おばちゃんなのか？
多屋光孫
汐文社

駄菓子屋のおっちゃんは本当はおばちゃんです。名前はハルコと言
います。だけどおっちゃんは体は女性ですが男性の心を持って生ま
れてきました。これまで絵本の世界にはほとんど取り上げられなかっ
たいわゆるＬＧＢＴＱのテーマを真正面から取り上げ、きわめて今
日的な課題を子どもたちにもわかるよう丁寧に描き、心温まるエピ
ソードとして教えてくれます。このような絵本が今の時代には必要
なのだと思います。

いろって　なあに？
アリス＆マーティン・プロベンセン（さく・え）
こみやゆう（やく）
アノニマ・スタジオ

ﾌﾟﾛﾍﾞﾝｾﾝ夫妻が娘に色を教えたくて作った絵本だそうです。「黄色」
「紫」「青」「赤」「緑」「茶」「オレンジ」そして「白」と「黒」を、
身近なモノやコトを引用しながら教えてくれます。かわいい絵のペー
ジと迫力のある絵のページのコントラストも素敵です。世界は色で
あふれている、色があるって幸せと感じる絵本です。

レストラン　ふろ
麻生知子 （作）
小学館

レストランとふろ、不思議な組み合わせや表紙の可愛らしい絵にペー
ジをめくる前からワクワクが止まりません。美味しそうなサンド
ウィッチが見え隠れする脱衣所からスタートすると、食べ物の仲間
入りをしたりモグモグ食べたり…お風呂に来たのか、ご飯を食べに
来たのか、何をしに来たのか分からなくなるほど夢中になれる面白
さ。美味しいものにまみれてみませんか？

ここはおうち
谷川俊太郎（ぶん）
junaida（え）
BlueSheep

谷川俊太郎さんの文に Junaida（ジュナイダ）さんがとても素敵な
絵を重ねています。
わたしだけのおうちという2ページ目から女の子が飛び出して、いろ
いろなところをめぐります。そしておうちに帰った時にはめぐりあっ
た人や生きもの景色をつれて帰ります。短い文と色彩鮮やかな描写
ですが、そこから感じるものは読み手それぞれとなるでしょう。ペー
ジをめくりながら子どもと、どんなお話ができるでしょうか？

うめぼしさん
かんざわとしこ（文）
ましませつこ（絵）
こぐま社

ホカホカのご飯に梅干しをのせて。和食の原点のようなホッとする
献立ですが、お家で梅干しを漬ける家庭が今どれくらいあるのでしょ
うか。梅が梅干しさんになる過程をリズミカルな文章で紹介してい
る本です。昭和の香りただよう絵は懐かしくもあり、また、新しく
もあり。読みながら、梅干しを漬けていた遠い昔に亡くなった祖母
の背中を思い出しました。

ねこまたごよみ
石黒亜矢子（作）
石黒亜矢子（絵）
ポプラ社

何百年も生きるという猫の妖怪「ねこまた」。そんなねこまたのある
家族のお話です。ねこまたの世界での暦が細かい絵で描かれていて
楽しみながらページをめくれます。
2月如月から始まるねこまた暦、如月ニャレンタインデー・弥生ひ
にゃまつり・文月たにゃばた・長月じゅうごにゃといった猫の季節
行事が満載！ねこまたがどこかで陽気に暮らしてると考えると楽し
くなってきますね！

ぎょうざが　いなくなり　 
さがしています
玉田美知子（作）
講談社

「餃子がいなくなり探しています」こんなアナウンスを聞き、としお
くんはびっくりです。さて餃子はいったいどこへ行ったのでしょう
か。想像の世界のなかで巻き起こるストーリーを追いかけたくなる
気持ちと、じっくり絵を楽しみたいという気持ち。皆さんもこの葛
藤にかられるでしょう。はたして餃子は無事に帰ってくることがで
きたのでしょうか。親子で一緒に想像したり、絵を見入ったりと楽
しめる１冊です。
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絵本名・作者・出版社名 絵本の紹介

はるのワンピースをつくりに
石井睦美（文）
布川愛子（絵）
ブロンズ新社

ウサギのさきちゃんが素敵なワンピースを仕立ててもらったお話し
です。春の匂いや色や音を考えながら仕立て屋さんのミコさんにお
願いします。色とりどりのかわいらしい絵は子どもたちのイマジネー
ションを広げることになるでしょう。春という季節を五感からイメー
ジすることに楽しさがあり、きっと子どもたちの感性にも響くこと
でしょう。

ちらかしさんとおかたしさん
ふしみみさを（作）
ポール・コックス（絵）
教育画劇

なんともほっこりする「ちらかしさんとおかたしさん」の二人。帰っ
てきたら、ぼうしやカバン、上着、ネクタイなどポンポン放りだし
ていくちらかしさんの後から、全部片づけていくおかたしさん。「あ
ら、うちと同じ」と思う人も多いのでは？ちらかしさんは誰？おか
たしさんは誰？でも、二人は相性ばっちり。とっても仲良しなのです。

みんなたいぽ
マヒトゥ・ザ・ピーポー（文）
荒井良二（絵）
ミシマ社

パンクバンドGEZANのフロントマン、マヒトゥ・ザ・ピーポーと
荒井良二氏の初コラボレーション絵本です。主人公は真面目なおま
わりさんです。悪いことをした人達を次々と逮捕していきます。そ
のうち悪いのは人だけでなく、言葉や音まで悪いのだということに
なり、最後には自然を破壊する人間全部を逮捕してしまいます。私
たちは、今こそ、世界で起こっていることをしっかり見なければな
りません。

だれのせい？
ダビデ・カリ（作）
レジーナ・ルック－トゥーンペレ（絵）
ヤマザキマリ（訳）
Green seed books

森に住むクマの兵士は誇り高い戦士です。自分の剣の切れ味を試し
たくて手当たり次第、森中の木を切ってしまいました。そんなある日、
上流のダムから水があふれ、自分の砦が壊れてしまいます。自分に
起こる災いは、すべて誰かのせいだと思ってきました。しかし、自
分の行動も原因であることを知り、勇気をもってその事実を認め、
新たな一歩を踏み出していく物語です。

ここにいるよ
シズカ（作）
月とコンパス

「キミがいない」大好きなキミがいなくなって悲しみに暮れるボク。
日常の変化に涙がポロっとこぼれますが、ページをめくるとキミの
姿が現れて、大好きなキミはいつもそばに居てくれていることに気
づきます。大好きとありがとうが心に溢れてくる。愛するものを失
くした悲しみにそっと寄り添う絵本です。

令和6年度賛助会員（園児の保護者等）入会について
「まなびの広場」をお手に取っていただいております先生方には、当機構の諸事業に対しご理解ご協力を賜
り感謝申し上げます。
当機構の賛助会員入会の御礼として配布しております「こどもがまんなかしんぶん」は、令和４年度より開
始したデジタル配信をはじめ、幼児教育の大切さをはじめ掲載情報の充実化を図り、多くの方に反響をいただ
いております。
令和６年度の賛助会員入会申込書は、２月上旬以降順次各園に郵送いたしますので、ご確認いただけますよ
うお願いいたします。
これからも子どもたちが幼稚園・認定こども園、ご家庭で過ごす時間がより豊かになりますよう事業をおこ
なってまいりますので、是非ご活用いただけますと幸いです。皆様のご入会を心よりお待ちしております。

【こどもがまんなかしんぶんについて】
■会　　費：1口・年間250円
■入会特典：年10回（紙媒体6回、デジタル配信4回／ 8月と3月を休刊予定）
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子ども主体の行事を深める

遊び込める乳児の環境

せいめいのもりでは、従来の発表会から“もりのいろ”
という1日に変化しました。実際に経験し、子どもたち
は自分の好きなことを形にできるからこそ、意欲的に活
動を楽しみ、子どもたちの個性がより輝くようになった
と感じます。そんな子どもたちの姿を見て、保育教諭も
子どもの想像力や持っている力に面白さを感じ、より保
育を楽しめるようになりました。更に保護者も、今まで
は「できる」「できない」といった見栄えを重視した“評
価”から、保育教諭と共に子どもの成長や力を感じる“共
感”の声に変化していきました。
今回のポスター発表を通じて、固定概念を捨て、子ど
もの姿に合わせて行事の形を考えていったことで、私た
ちが大切にしている思いが伝わり、保護者と一緒に子ど
もの育ちを共感できる嬉しさを改めて感じました。また、
“行事だから”ではなく、日常の保育を深めていくこと

の大切さを考える良い機会になりました。今後も現在の
形に満足せず、常に疑問をもち、職員間での議論を続け、
せいめいのもりの保育は進化・深化し続けます。

今回、改めて園庭やロフトなどの
環境が乳児期の子どもの育ちに大き
く影響するということを皆さんと共
有することができました。自発的に
遊びたい！やりたい！知りたい！と
いう子どもの意欲や欲求が引き出さ
れる環境が本園にはいくつも存在し
ます。何度も挑戦することで、手や
足の使い方を知ったり、五感を存分
に使って遊んだりする中で次第に筋
力や体幹などがつきます。

また、身体面での育ちだけではなく遊びの中で挑戦す
ることの難しさに直面した際に、自分自身で乗り越えよ
うとする姿を保育教諭が見守ることにより、探求心や諦
めない心が育まれます。そして私たちは何より子ども自
身が様々なことを選択できたり、生活面においても同様
に乳児期の子どもたちが主体的に考えて生活できたりす
るような関わりを大切にしています。
今後も一人ひとりの成長に合わせて個性を尊重し、子
どもたちの自己肯定感が育まれる温かい保育、また、固
定概念にとらわれずその時々の子どもの様子に合わせて
保育ができるよう、引き続き学びを深めていきます。

北海道 幼保連携型認定こども園せいめいのもり╱黒澤美佐希　白木優菜

北海道　幼保連携型認定こども園せいめいのもり╱冨澤甲奈　國田梨沙

第14回幼児教育実践学会ポスター発表（認定こども園せいめいのもり）

令和5年 8月 18日（金）・19日（土）に東京・大妻女子大学にて開催された、第14回幼児教育実践学会ポスター発表の概要を掲載します。３園より、
日々の現場で見えてきた課題、解決のための実践的な取り組み、今後の幼児教育を担うための振り返りをご報告いただきました。
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「質の高い保育を目指して」
～動画配信による保育の見える化～

近年、ＩＴの発達により私たちの生活は大きく変化し
ています。この変化は、保育教育の場にも及んでいます。
特に新型コロナウイルスの影響による接触を避ける生活
の中、保育の領域でも一層の推進が図られました。保育
の動画撮影や配信は来園行事が少なくなる中で、家族に
安心感をもたらすだけでなく、園内の子どもの様子と保
育者による教育・保育への関心を高めました。また、動
画により保育者は自身を客観的に見つめ直し、「観られ
ている存在」として自己評価を行う機会が増えることで、
より質の高い保育を追求する意識が高まりました。今回
は、そんな動画というコンテンツを通して見えてきた
様々な保育の形を発表しました。
緊急事態宣言中、外出制限で子ども達が登園できない
日々が続いたことがきっかけで当園の動画制作は始まり
ました。動画配信を始めた当初は、動画の構成や撮影、
編集に必要な時間確保の難しさ、生配信するための機材
の入手と操作方法、ネット環境の不安定さなど、様々な
課題に直面しました。しかし、進める中で、保護者の方々
から「園での様子が見られてとても嬉しい。」「動画を子
どもと見ることで、園についての話題が増えた。」「子ど
もの成長を感じた。」「友達との関わりや元気な姿を見ら
れて安心した。」などの声をいただきました。
このような保育動画配信の成果に手応えを感じ、親子

で園の様子をもっと楽しめる
ような動画制作を続けたいと
いう思いが高まり、ついに”
動画配信チーム”が結成され
ることになりました。専属ス
タッフが加わり、撮影や編集
などの専門的な作業を担当し
てくれています。保育者自身
が撮影作業を担当せずに保育

に集中することができるようになり、また、動画を通じ
て保育の振り返りや改善が可能となりました。
本格的に動画制作・配信を始めて見えてきたことは、

［保護者へのプラス］
・�幼稚園での子どもの様子を伝えることで、保護者に安
心感を与えることができました。
・�普段見ることのできないおゆうぎの練習風景や行事の
準備や裏側を配信することで、子どもの頑張りも具体
的に伝わり、保護者とのコミュニケーションを取る
きっかけにも繋がりました。

［子どもへのプラス］
・�練習風景やお手本動画を繰り返し見せることでスムー
ズな動きを覚えることができました。
・�思い出としていつでも振り返ることができます。
［保育者へのプラス］
・�保育を何度も見返し保育者同士で話し合い、良かった
点・改善点を情報共有することで、質の高い保育に近
づけることができました。
・�動画を記録し続けることにより子どもの成長過程を共
有できようになりました。
・�他者の保育を見ることで、様々な気づきを得ることが
できました。

［園へのプラス］
・�保育者・保護者間のコミュニケーションが活発になり
ました。
・�動画配信が園をPRできるコンテンツの１つとなりま
した。

今後も保育動画をマニュアル（バス添乗マニュアル動
画等）として取り入れ研修等に活用していくなど、様々
な動画のあり方を研究し、より質の高い保育を現状に満
足することなく探求し続けていきます。

北海道 認定こども園高丘幼稚園╱玉利幸代　木村風花　松倉茉由夏

第14回幼児教育実践学会ポスター発表（認定こども園高丘幼稚園）

私たちは幼児教育用品を通じ、幼児教育の質の向上に貢献します。

一般社団法人全日本私立幼稚園幼児教育研究機構
「まなびの広場ー子どもの未来を共に考えるー」
保育 6社連合広告版下

2023/11/1
世界文化ワンダーグループ作成
Tel.03-3262-5128
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子どものありのままを感じ取ろうとする大人の在り様

始まりは・・・ありのままを大事にするってどういう
事だろう？
子ども達が群れの中で育っていく事を大切に感じて
日々保育をしている私たちは、人の群れの中で安心して
自分らしく過ごすために、大人がどんな心持ちで子ども
の側にいたらいいのだろうと日常の保育を振り返り、改
めて考え始めました。
•�「暴言」と「甘える」を繰り返すＹちゃんが大人の関
わり方によって自分が愛されている事に気が付いてい
く。どちらも本当のＹちゃんというありのままを受け
とめる事によって変わったと私たちも気付かされる。
•�一見攻撃的に見えるHくんの表しを共感し思いを転
換することで、本当のHくんのやりたい事や気持ち
に辿り着くことができた。大人の漂わせる雰囲気や発
する言葉を確実に子どもは受け取っている事を知る。
•�友達を求めているものの上手く繋がれないＳちゃん
が、自分の不安を表に出してみたら周りには自分の事
を考えてくれる人がいることに「一人じゃない」と思
い、喜びを感じた。
•�大人の関わりだけでなく子ども同士の中に任せていく
事の意味の重要性を感じた。

•�自分からは一歩踏み出さないＲくんが、信頼している
友達となら何でもできると思い色々な事に挑戦してい
けた。大人を介して繋がるのではない子どもの間柄を
大事にすることで子どもが自信を獲得していく姿を目
の当たりにする。様々な表しをする子ども達は、どの
子もみんな試行錯誤をしていた。
では、大人の在り様はと考えた時・・・日々の小さな
やり取りの中で、その表しにきっと大きな意味があるの
だろうと考えながら、その子の側にそっといる存在。あ
なたはあなたで良いのだよと心の中で何度もつぶやきな
がら見守り、子どもの心の声を聴きたいと願いながら側
にいる存在。そう、それは子どもの旅のおとも（時には
軌道修正を提案することも…）の様な存在ではないかと
いう事に辿り着きました。

ポスター発表当日、沢山の方と意見交換ができました。
•�日々、子どもの難しさに共感し関わる中で、子どもの
気持ちを尊重するためにはどうしたら良いか。
•�色々な大人が関わる為には園はどのような体制になっ

ているのか

などなど、様々な視点か
ら話し合う事ができまし
た。
私たちは、子どもの心
と身体の声を聴きなが
ら、子どもにとって側に
いて嬉しい大人になるこ
と（もちろん大人も試行
錯誤しながら）を自分ら
しく探していきたいと思
います。

神奈川県　関東学院六浦こども園╱鈴木直江　渡辺勇貴　池田幸恵

第14回幼児教育実践学会ポスター発表（関東学院六浦こども園）

112024.2　まなびの広場
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令和5年度全国研究研修担当者会議の開催
令和6年1月26日、アルカディア市ヶ谷私学会館
において、全日私幼連と全日私幼研究機構の令和5
年度全国研究研修担当者会議が開催されました。
本会議は、全日私幼連と全日私幼研究機構が連携
を図りながら全国の私立幼稚園や私立幼稚園由来の
認定こども園の支援を通じて幼児教育の振興や質向
上に取り組んでいることから共同で開催され、全国
の教育研究担当者、89名の方が参加し、講演・報告
が行われました。
はじめに山西幸子全日私幼連副会長より開会のあ
いさつが行われた後、宮下友美惠全日私幼研究機構
副理事長より趣旨説明が行われ講演・報告が以下の
通り行われました。

〔講演①〕
「近未来に向けての保育／教育の問い直し」
安家周一　全日私幼研究機構理事長

〔報告①〕
「教育研究委員会（研究研修委員会）からの報告」
岡本和貴　全日私幼研究機構研究研修委員長

〔報告②〕
「ECEQ®専門部会からの報告」
岡本潤子　全日私幼研究機構ECEQ®専門部会長

〔報告③〕
「オンデマンド研修についてのお願い」
川原恒太郎　全日私幼研究機構研究研修副委員長

〔講演②〕
「�研修俯瞰図を活かした各地区・各園での研究研修
の進め方」

� 箕輪潤子氏　武蔵野大学教育学部幼児教育学科教授
〔講演③〕
「�これからの幼児教育の視点：幼児教育振興法をも
とに」
田中雅道　全日私幼連会長

本会議では、両団体の活動の現況とこれからにつ
いて全国の教育研究担当者に示すことができ、宮下
友美惠全日私幼研究機構副理事長の閉会あいさつで
終了しました。

＼ 対面で実践学会を実施します！ ／

第第  1155  回回  幼幼児児教教育育実実践践学学会会
期間

会場

テーマ

参加費

2024 年 8 月 23 日（金）・ 24 日（土）

東京都　大妻女子大学千代田キャンパス
〒102-8357 東京都千代田区三番町12番地

「一人ひとりの『こどもがまんなか』をまもる質の高い幼児教育を」
　～社会全体でつむぎ未来へつなぐために～
8 月 23 日：基調講演Ⅰ・Ⅱ / 研究者によるプレゼンテーション
        24 日：口頭発表及びポスター発表

(２月中旬以降各都道府県事務局から各園へご案内いたします )

口頭発表・ポスター発表で各園の実践発表を大募集しています。

・口頭発表 (20 発表 )：2024 年 2 月 20 日 ( 火 ) ～ 4 月 3 0 日 ( 火 ) まで

・研究者 ( 大学教員 )  発表：2024 年 2 月 20 日 ( 火 ) ～ 5 月 3 1 日 ( 金 ) まで

・ポスター発表 (50 発表 )：2024 年  2 月 20 日 ( 火 ) ～  5 月 3 1 日 ( 金 )  まで

第１次案内について

実践発表の申込期間について

第２次案内について

「開催要項」「参加申込」は、5 月以降ご案内いたします。

定員 700 人 8,000 円

対面研修で保育実践を語り合い、対話の中から学び、自身の保育を深めま
しょう。是非ご参加ください。

12 まなびの広場　2024.2




